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上
下
水
道
一
体
で
機
能
確
保
を

上
下
水
道
一
体
で
機
能
確
保
を

国
交
省

検
討
委
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
へ

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
運
営
協
議
会
が
総
会

新
年
度
事
業
計
画
の
重
点
項
目
に

国
土
交
通
省
は
３
月
１９

日
、
東
京
・
新
宿
区
の
公
益

財
団
法
人
日
本
下
水
道
新
技

術
機
構
で
第
１
回
「
下
水
道

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）

策
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
検
討

委
員
会
」
（
委
員
長
・
中
林

一
樹
東
京
都
立
大
学
・
首
都

大
学
東
京
名
誉
教
授
）
を
開

催
し
た
。
能
登
半
島
地
震
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
よ
り
実
効

性
の
高
い
Ｂ
Ｃ
Ｐ
へ
の
改
善

を
図
る
た
め
、
下
水
道
が
水

道
の
給
水
開
始
に
遅
れ
る
こ

と
な
く
、
上
下
水
道
一
体
で

機
能
を
確
保
す
る
取
り
組
み

を
促
進
し
て
い
く
。

当
日
は
国
交
省
の
岩
﨑
宏

和
水
管
理
・
国
土
保
全
局
下

水
道
部
下
水
道
事
業
課
事
業

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
改
訂
は
火
山
降
灰
の

影
響
を
追
加
し
た
２
０
２
２

年
度
版
以
来
と
な
る
。
昨
年

の
能
登
半
島
地
震
で
下
水
道

も
多
大
な
被
害
が
発
生
し
、

地
震
対
策
の
あ
り
方
と
し
て

上
下
水
道
一
体
と
な
っ
た
対

応
、
応
急
復
旧
の
迅
速
化
、

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
活
用
に
よ

る
効
率
化
が
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。
本
日

は
改
訂
の
方
向
性
な

ど
に
つ
い
て
活
発
な

意
見
交
換
を
期
待
し

て
い
る
」
と
述
べ

た
。ま

た
中
林
委
員
長

が
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
改

訂
で
は
上
下
水
道
の
一
体
化

や
複
合
災
害
を
見
据
え
た
視

点
が
重
要
に
な
る
。
埼
玉
県

八
潮
市
に
お
け
る
走
路
陥
没

事
故
へ
の
対
応
も
意
識
し
な

が
ら
議
論
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

今
後
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂

の
方
向
性
に
つ
い
て
は
機
能

確
保
を
優
先
し
た
上
下
水
道

一
体
で
の
早
期
復
旧
フ
ロ
ー

の
構
築
な
ど
を
重
点
課
題
と

し
て
い
る
、
来
年
３
月
末
を

め
ど
に
抜
本
的
に
見
直
し
て

い
く
方
針
だ
。

建
設
関
係
団
体
や
関
係
省
庁
で
つ
く
る
「
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
運
営
協
議
会
」

（
会
長
・
平
田
研
国
土
交
通
省
不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
）
は
３
月
１９
日
、
東
京
・
港
区
の
一
般
財
団
法
人
建
設

業
振
興
基
金
で
第
１２
回
総
会
を
開
き
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
事
業
計
画

な
ど
を
決
定
し
た
。
地
域
、
職
種
、
資
本
金
規
模
な
ど
で
登
録
率
に
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
面
の
重
点

項
目
を
設
定
。
職
種
で
は
設
備
・
住
宅
関
係
な
ど
の
技
能
者
・
事
業
者
の
登
録
促
進
を
め
ざ
す
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
技
能
者
個
別

の
就
業
実
績
や
資
格
を
登
録

し
、
技
能
の
公
正
な
評
価
、

優
秀
な
人
材
の
確
保
、
工
事

の
品
質
向
上
、
現
場
作
業
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
る
。
２
０
２

４
年
度
ま
で
に
累
計
で
１
６

４
万
名
の
技
能
者
と
１９
万
２

千
社
の
事
業
者
（
一
人
親
方

を
除
く
）
が
登
録
。
２
０
２

４
年
度
は
当
初
の
目
標
を
超

え
る
２１
万
５
千
名
の
技
能
者

と
１
万
９
千
社
の
事
業
者
が

登
録
し
た
。

配
管
工
は
国
勢
調
査
に
お

け
る
配
管
工
の
約
６２
％
を
占

め
る
１２
万
６
１
５
５
名
が
登

録
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
高

度
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
が

あ
る
レ
ベ
ル
４
は
３
５
２
１

名
、
職
長
と
し
て
現
場
に
従

事
で
き
る
レ
ベ
ル
３
は
１
０

３
８
名
、
一
人
前
の
中
堅
技

能
者
と
認
め
ら
れ
る
レ
ベ
ル

２
は
１
５
５
６
名
と
な
っ
て

い
る
。

当
日
の
総
会
で
は
国
交
省

の
蒔
苗
浩
司
大
臣
官
房
審
議

官
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
建
設
業
の
担
い
手
を
確
保

す
る
た
め
に
は
現
場
技
能
者

の
処
遇
改
善
が
不
可
欠
だ
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
こ
う
し
た
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
２
０
１

９
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
官

民
一
体
と
な
っ
た
関
係
者
の

努
力
に
よ
り
技
能
者
登
録
数

は
当
初
の
目
標
を
上
回
っ
て

い
る
が
、
就
業
履
歴
数
は
目

標
に
届
い
て
い
な
い
。
さ
ら

な
る
利
用
促
進
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
は
利

用
拡
大
に
向
け
た
３
カ
年
計

画
を
策
定
し
た
。
引
き
続
き

官
民
連
携
で
着
実
な
実
行
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
、
一
層
の
協
力
を
要
請

し
た
。

こ
の
あ
と
議
事
に
入
り
、

２
０
２
４
年
度
の
登
録
状
況

や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
デ
ー
タ
の

共
同
利
用
に
関
す
る
基
本
方

針
、
次
期
シ
ス
テ
ム
へ
の
更

新
、
中
期
的
な
事
業
運
営
指

針
な
ど
を
確
認
し
た
。

２
０
２
５
年
度
は
技
能
者

登
録
２０
万
名
、
事
業
者
登
録

１
万
５
０
０
０
社
（
一
人
親

方
を
除
く
）、事
業
者
更
新
３

万
２
０
０
０
社
（
同
）
、
就

業
履
歴
登
録
数
１
億
１
２
０

０
万
件
を
目
標
に
掲
げ
た
。

と
く
に
登
録
率
の
低
い
地

域
や
設
備
・
住
宅
関
係
な
ど

の
職
種
、
資
本
金
規
模
１
０

０
０
万
〜
５
０
０
０
万
円
の

事
業
者
な
ど
に
重
点
的
に
働

き
か
け
て
い
く
。
具
体
的
に

は
就
業
履
歴
の
あ
る
技
能
者

や
技
能
者
一
人
あ
た
り
の
就

業
履
歴
数
（
タ
ッ
チ
数
）
、

就
業
履
歴
を
蓄
積
す
る
事
業

者
な
ど
が
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
メ
リ

ッ
ト
を
実
感
し
、
一
段
と
増

加
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

推
進
す
る
。

設備・住宅の登録促進設備・住宅の登録促進

建設業振興基金に官民の会員が参集

蒔田審議官

初会合で活発に意見交換

岩﨑室長

中林委員長
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